





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注10　DMOとはDest i nat i on　Management /
Marketing　Organizationの略で、観光地域づ
くりの推進機能として、各地で推進されている。
注11　ツアーの選定にあたっては、現地情報に詳しい
ガイド会社や関係者の情報を元に行った。
自然体験ツアーの品質管理としてのリスクマネジメント　－小笠原父島の海域ツアーの事例を参考に－
154
注12　関係者へのヒアリングによると、国際無線の取
得は、アマチュア無線の使用が事業者に適切で
ない事実を踏まえて、2016年に小笠原エコツー
リズム協会の事業として研修と登録が行われた
もの。任意で制度を利用しており、全事業者は
参加していない。
注13　東京都では2003（平成15）年4月より観光利用
に際して東京都自然ガイド同行による立入りや
利用のルールを定めている。2002年から開始さ
れた「東京都自然ガイド養成事業」は、新規講
習と2年毎の更新講習で構成されている。環境
省のレンジャー、アクティブレンジャーと併せて、
都としても都レンジャーによるルール順守が進め
られている。
注14　小笠原観光協会とホエールウオッチング協会は
同じ建物内の同じ階に窓口があり、部屋が分か
れている。観光客の多くは観光協会の窓口にて
ツアーを問い合わせる。関係者のヒアリングから
観光協会の事業者の加入審査はあるが、2016
年9月現在では更新審査はないことを確認し
た。
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